
岡崎城 岡崎市康生町 561番地 1 

享禄 4 年（1531）に松平清康（家康の祖父）が現在の位置に移して以来、ここが岡崎城と

称されるようになった。天文 11年（1542）12月 26日、徳川家康は岡崎城内で誕生し、永

禄 3 年（1560）の桶狭間の合戦で今川義元が戦死したことを契機に岡崎城を拠点に天下統

一という偉業への基礎を 19歳の時に固め、元亀元年（1570）、家康は本拠を遠江浜松（静

岡県浜松市）に移し嫡男信康を岡崎城主とした。天正 7 年（1579）に信康が自刃したあと

は重臣の石川数正ついで本多重次を城代とした。天正 18年（1590）に家康が秀吉によって

関東に移されると秀吉の家臣田中吉政が城主となるが、家康が江戸に幕府を開いてからは、

譜代大名にここを守らせた。岡崎城は、山頂に本丸が置かれた平山城として築かれていた

が本多康重から 3代忠利（1600年（慶長 5年）～ 1645年（正保 2年）にわたる）の改修

によって平城となっている。(掲示板) 

   

竹千代と家康の座像     家康の立像      18代当主恒孝寄贈の家康しかみ像 

   

馬にまたがる若き家康    徳川 4天王の本多忠勝像   からくりの家康 

  

本丸北側を守る曲線的な清海堀(岡崎城の最初の築城者西郷頼嗣の法名に因み付けられた) 

 

 

 



  

大手門                 天守 

    

天守から北側       天守から西側          天守から南側 

  

二の丸の井戸            説明掲示板 


